彦根 五 九、 〇 名古屋 三 〇、 

二 

すなわち、 伊吹山 は 敦賀に は 少し 劣る が、 他の 地に 

比べて は、 著しく 雨 雪 日の 数が 多い、 名古屋 などに 比 

ベる と、 倍 以上になる わけで ある。 冬季 三 か 月間、 九 

十日のう ちで、 約 六十 九日、 すなわち 約 七十 七パ— セ 

ントは 雨 か 雪が 降る 勘定で ある。 筒井 氏の 調査に よる 

わかさ えち ぜん おうみ 

と、 冬季 降雪の 多い 区域が、 若 狭 越 前から、 近 江の 北 

半へ 突き出て、 V 字形 をな している。 そして、 その 最 

も 南の 先端が、 美 濃、 近 江、 伊勢三 国の 境の へんまで 



れば 幸いで ある。 

(大正 十三 年 二月、 潮音) 
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